
                     
 
 
           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～学校と家庭と地域で子育てする和琴小～ 
■学校教育目標 

よく考え正しく判断できる子（知） 

強い心と体でやり抜く子（体） 

優しい心で助け合う子（徳） 

■２月の行事 下校時刻は、前半が 5 時間・後半が 6 時間 
 

日 曜 行    事 下校時刻 給食 

1 日 週休日  × 

2 月 5 時間授業 14:00 ○ 

3 火 冬期避難訓練 ALT  14:00 14:55 ○ 

4 水 全校集会 14:00  ○ 

5 木 ４時間授業 12:45 ○ 

6 金 
冬のふるさと体験学習・給
食試食会・PTA 親子レク 
ALT 

15:15 ○ 

7 土 週休日  × 

8 日 週休日  × 

9 月 新一年生一日体験入学 
4 時間授業 12:40 ○ 

10 火 5 時間授業 ALT 定時退勤日 14:00 ○ 

11 水 建国記念の日  × 

12 木 図書館バス 14:00 14:55 ○ 

13 金 冬のふるさと体験学習・PTA
親子レク予備日 児童委員会 14:00 15:15 ○ 

14 土 週休日  × 

15 日 週休日  × 

16 月 高学年思春期保健講座 
5 時間授業 14:00 ○ 

17 火 ALT 14:00 14:55 ○ 

18 水 読み聞かせ 14:00 ○ 

19 木  14:00 14:55 ○ 

20 金 ALT 学校運営協議会 
定時退勤日 14:00 14:55 ○ 

21 土 週休日  × 

22 日 週休日  × 

23 月 天皇誕生日  × 

24 火 ALT 14:00 14:55 ○ 

25 水 児童会役員選挙 14:00 ○ 

26 木 図書館バス 
６送会実行委員会 14:00 14:55 ○ 

27 金 参観日・学級懇談 ALT 14:00 ○ 

28 土 週休日  × 

 
 
2 月 27 日（金）12:50～13:50 に、中高学年の「総合

的な学習の時間」発表会を行います。地域活性化プラ

ンを考えました。地域の皆様もぜひご参観下さい。 



今回 前回比

教職員 学校は、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図っている。 3.40 0.00

保護者 学校は、お子さんに応じた多様な授業や、他の子と学び合うような授業を行っている。 3.80 -0.03

児童 授業で友だちと話し合う学習で、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている。 3.42 0.00

教職員 学校は、子どもが学習活動を振り返り、自らの学びの変容を自覚し、次につなげることができる教育活動を行っている。 3.40 0.20

保護者 学校は、お子さんの学力向上のために、やる気を育てる授業、分かるようになる授業、できるようになる授業を行っている。 3.70 0.12

児童 授業では、課題を立て、まとめたり、ふり返ったりする学習をしている。 3.83 -0.08

教職員 学校は、自己存在感の感受を推進する授業づくりを行っている。 3.40 -0.20

保護者 学校はお子さんの自己肯定感や自己有用感を育むような教育を行っている。 3.70 0.20

児童 自分には、よいところがある。 3.42 -0.33

教職員 学校は、共感的な人間関係を育成する授業づくりを行っている。 3.80 0.20

保護者 学校は、お子さんが失敗をおそれないで、安心して間違うことができるような学習集団づくりを行っている。 3.70 0.03

児童 みんなの前で安心して、発表したり意見を言ったりできる。 3.67 0.25

教職員 学校は、自己決定の場を提供する授業づくりを行っている。 3.40 0.00

保護者 学校は、お子さんが自ら考え、選択し、決定する力が育つような教育を行っている。 3.90 0.40

児童 友達の考えを参考に、自分のことは自分で決めることができる。 3.67 0.17

教職員 学校は、子どもの互いに認め合う気持ちと支え合う心を育てている。 3.40 -0.60

保護者 学校は、子どもの互いに認め合う気持ちと支え合う心が育つような道徳教育を行っている。 3.90 0.15

児童 自分の考えや、やり方と違っても、その友だちのよさを認めたり、おり合いをつけていっしょに活動したりすることができる。 3.83 0.17

教職員 学校は、子ども個々に合わせた運動課題を設定し、その課題に応じた体力作りを行っている。 3.60 0.20

保護者
学校は、お子さんの発達の段階を考慮しながら、お子さんが運動を好きになったり、体力を向上させたりすることにつながる教育を行っ

ている。
3.70 0.03

児童 自分の苦手な運動に進んで取り組んでいる。 3.33 -0.42

教職員 学校は、ふるさとのよさを知り、自己の生き方を考える教育の充実を図っている。 3.80 0.00

保護者 学校は、家庭・地域と協力しながら、ふるさとの自然・人・産業に関わる総合的・体験的な教育を行っている。 3.80 -0.03

児童 授業などで地域のことを調べたり、地域の人に会ったり、話を聞いたりすることは、楽しみである。 3.75 -0.17

教職員 学校は、公正に個別最適化され、子どもの資質・能力を一層確実に育成するＩＣＴを活用した教育の推進を図っている。 3.40 0.00

保護者
学校は、公正に個別最適化され、お子さんのよさや個性を一層確実に育むため、ＩＣＴ（タブレットなどの情報通信技術）を活用した教

育を行っている。
3.70 0.03

児童 目的に応じて様々なソフトを活用し、調べ学習や意見の発表、交流ができる。 3.83 0.75

教職員 学校は、いじめ・不登校問題に対し、未然防止、早期解決に向けた組織的な取組を行っている。 3.80 0.20

保護者
学校は、「いじめは絶対に許されない」という考え方で、いじめが起こりにくい環境づくりを行い、いじめの未然防止・早期発見・早期

解決に向けた取組を行っている。
3.80 0.13

児童 いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う。 4.00 0.00

教職員 学校は、学校・地域・家庭が目的意識を共有し、それぞれの役割を果たしながら一体となって行う教育の充実を図っている。 3.60 -0.20

保護者 学校は、家庭への情報発信や家庭との連携を十分行っている。 3.70 0.03

児童

教職員 学校は、へき地・小規模・複式の三特性を生かし、子ども一人一人の能力や個性を伸長する教育の充実を図っている。 3.80 0.00

保護者 学校は、お子さんのよさや個性を生かし、子ども同士がお互いを尊重し合う教育を行っている。 3.70 -0.13

児童

○分析と考察

■ご協力ありがとうございました　～２学期末保護者アンケート結果～

２学期末にお願いした「学校評価アンケート」の結果がまとまりましたのでお知らせします。（A　4点　B　3点　C　2点　D　1点）

○自由記述より

　今回も温かいお言葉をいただきました。ありがとうございました。今年度１回目と比較するとわずかに減少した項目が見られますが、すべての項目で平均３.７以上であり、学校の

取組について肯定的に受け止めていただいており、家庭と学校が連携して教育活動を行うことができていると考えています。３学期は、次の３点を中心に取り組み、教育活動のさら

なる充実を図っていきます。

➀項目１　多様な授業、学び合う授業

　学年在籍児童が１名の学年もありますが、児童の実態に合わせた授業を展開していきます。また、教師や他校児童との交流を通して学びを深められるよう図っていきます。

②項目８　ふるさと教育

　２月に行われる「総合的な学習の時間」の発表会に向けて、地域コーディネーターとも連携し、内容の充実させ、深化を図ります。また、クロスカントリースキーやスケートの

ウィンタースポーツに親しむことを通して、ふるさとの良さを実感できるようにしていきます。

③項目１２　よさや個性を生かし、子ども同士がお互いを尊重し合う教育

　児童会活動や学校行事、当番活動や休み時間等の異学年の児童が一緒に活動する場面を大切にし、上級生・下級生・同級生のいずれの関係においても相互理解が深まるよう教育活

動を充実させていきます。

・少ない人数であることのマイナス点を、プラスに変える、工夫された教育活動をたくさんしていただけたと感じています。特に音楽や体育など、４学年分の教材研究や発達段階を

考慮して進めることは、先生方にとってかなり大変なことだったと思います。が、１人学年の子たちにとって、本当に学びの多い時間になったと思います。ありがとうございまし

た。・いつもていねいなご指導ありがとうございます

10 いじめ

11 家庭・地域連携

12 へき地教育

7 体力向上

8 ふるさと教育

9 ＧＩＧＡ

4 授業改善

5 授業改善

6 道徳教育

学校評価アンケート三者比較

1 授業改善

2 授業改善

3 授業改善


